


東京在住のジャズベーシスト、チェロ奏者。群馬県伊勢
崎市出身。11 歳からチェロ、18 歳からコントラバスを
始める。ソロを始め、様々なフォーマットでの即興演奏
を主軸に活動。米ボストンのバークリー音楽大学を卒業
後、ニューヨークへ移住。ピアニストの菊地雅章氏に出
会い、その音楽哲学から大きな影響を受ける。帰国後、
日野皓正クインテット、渡辺貞夫カルテットのメンバー
として活動。現在は、自身が主宰する「Banksia Trio」（林

正樹、石若駿）をはじめ、森山威男クインテット、八木美知依トリオなどのグルー
プに参加している。東京JAZZやモントルー、ロンドン、デトロイト、メルボルン、
メールスといった国内外のフェスティバルに多数出演。また、俳優・金子あい
の舞台「平家物語」でのソロ演奏や、写真展、ダンス、パブリックアート作品
のための音楽制作も手掛ける。2018 年にデビューアルバム『Outgrowing』
（Leo Genovese, Tom Rainey）を発表。Banksia Trio では 26 年 7月 22 日リリー
スの最新作『The Great Noon』を含め現在までに 5枚のアルバムをリリースし
ている。

情感豊かなソロ・パフォーマンスや、「林正樹グループ」
「間を奏でる」といったプロジェクトの主宰で知られる
林正樹は、現代のアコースティック・シーンにおいて多
岐にわたって活躍する存在である。小野リサ、椎名林檎、
LEO、金子飛鳥、藤本一馬といった著名なアーティスト
と共演する傍ら、バンクシア・トリオや菊地成孔とペペ・
トルメント・アスカラールなどのアンサンブルでも重要
な役割を担っており、そのコラボレーションは幅広い

ジャンルに及んでいる。林の芸術性は、繊細な演奏と「静的な」作曲の洗練さ
れた融合にあり、独特のウィットを交えながら膨大な音楽的影響を取り入れる
スタイルを特徴としている。この際立った音楽性は国際的にも高く評価されて
おり、類まれな深みを持つ作曲家としての評判を確固たるものにしている。
近年の活動としては、NHK大河ドラマ『べらぼう』や『光る君へ』、連続テレ
ビ小説『虎に翼』のレコーディング・セッションに参加。映画音楽作曲家とし
ては、2021 年の西川美和監督作品『すばらしき世界』で第 76回毎日映画コン
クール音楽賞を受賞。2025 年 11 月には、藤本一馬とのコラボレーションによ
る最新アルバム『Unfolding in Time』をリリースし、絶賛を浴びている。


